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第９回学術研究助成（平成21年度） 研究成果報告

近江国敏満寺 の復原研究（滋賀県多賀町）

－地籍図分析と聞き取り調査を中心に－

（大阪市立大学大学院文学研究科）仁木 宏

（神戸大学大学院人文学研究科）藤田裕嗣

（多賀町教育委員会）音田直記

近江国敏満寺は、聖徳太子の草創伝承をもつ湖東の古刹で、戦国時代には全国有数の規

模・勢力をもつ権門寺院であった。 世紀末、織田信長の焼き討ちなどによって寺勢は16

衰えたものの、坊院跡は 年頃までよく残っていた。1960

しかし名神高速道路の建設にあたり、旧境内の大部分は高速道路本線と多賀 （サーSA

ビスエリア）の地下に埋まってしまった。その後、 の拡張にあたり、境内周縁部の発SA

掘調査が進められ、戦国時代の建物跡などが確認されているが、境内中心部については、

長く不明とされたままである。

申請者は、シンポジウム「敏満寺は中世都市か？ （ 年 月 日、多賀町教育」 2005 11 27

委員会主催）をコーディネートした際、こうした現況を調査し、明治期の地籍図（多賀町

保管）を分析することで敏満寺の全容を解明できることに気づいた。

本研究では、地籍図の分析と、聞き取り調査などの成果を組み合わせることで、境内中

心部も含め、戦国時代の敏満寺の全容を可能な限り復原することを目的とした。当該地籍

図（旧敏満寺村・旧多賀村）には、高速道路建設以前の境内全域が表現されており、これ

をベースマップとした。一方、地元の敏満寺集落には、高速道路建設以前の周辺景観につ

いて記憶している方が複数おられ、組織的・悉皆的な聞き取り調査によって多大な情報が

。 、 、 、得られた これに 発掘調査や現地遺構調査の成果 中世・近世史料にあらわれる坊院名

「多賀社参詣曼荼羅」などの絵画史料・絵図類をも照合することによって、盛時の寺観に

せまった。

（ ）、 、 （ ）敏満寺には石仏谷中世墓地 国史跡 敏満寺城などが付属し また多賀社 多賀大社

・門前町が併存するなど、特異な空間構造を示し、学界でも注目を集めている。だが、高

速道路の下に埋もれてしまっている主要部の考古学的な調査は困難であり、その全容解明

は不可能であると考えられてきた。しかし地籍図と聞き取り調査を効果的に組み合わせ、

総合的に分析する本研究によって課題の解決にせまることができた。

地籍図と伝承地名などをもとにして中世都市の景観を復原する手法は、戦国・織豊期城

下町研究でしばしば試みられ、大きな成果を上げている。しかし 「宗教都市」について、

2007 2008は 申請者 仁木 自身が越前平泉寺 福井県勝山市 において実施した例 ～、 （ ） （ ） （

年）以外にはほとんどない。本研究は、武家の世界とは異なる日本中世社会の特質を解明

するものであり、今後の「宗教都市」研究のモデルケースとなるだろう。

なお、大高康正氏（富士市立博物館（当時 、湯峯愛氏（大阪市立大学大学院文学研））

究科・前期博士課程院生（当時 ）に研究協力をあおいだ。）
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【現地踏査ならびに聞き取り調査】

第１回 年 月 日（月・休）2009 10 12

第２回 年 月 日（土）2009 12 12

【研究成果の公表】

シンポジウム『最盛期敏満寺を復元する』 年 月 日 あけぼのパーク多賀2010 11 6

大高康正「多賀社参詣曼荼羅にみる敏満寺」

藤田裕嗣「歴史地理学の観点から見た敏満寺―地籍図による考察を中心に―」

音田直記「発掘調査からわかった敏満寺」

湯峯愛・仁木宏「敏満寺にかんする聞き取り調査のまとめ」

仁木 宏「戦国時代敏満寺の繁栄」

「 」※平成 年度多賀町立文化財センター第 回企画展 復元 敏満寺～戦国時代の偉容22 2

関連企画として実施
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敏満寺聞き取り調査成果まとめ地図

作成 湯峯 愛
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シンポジウム「最盛期敏満寺を復元する」 2010年11月6日 あけぼのパーク多賀

戦国時代敏満寺の繁栄
（大阪市立大学）仁木 宏

はじめに

最盛期の敏満寺をどこまで復元できるか

→さまざまな史資料、手法を使ってみる

１．使用する史資料、調査成果

・聞き取り調査…… 年秋、敏満寺集落のみなさん →レジメ集（仁木）2009

（財）国土地理協会研究助成によるcf.

・発掘調査成果 →レジメ集（音田さん）

・地上に現存する遺構（土塁 「裏参道 ）、 」

・多賀社参詣曼荼羅 →レジメ集（大高さん）

・地籍図 →レジメ集（藤田さん）

・ 胡宮神社境内地図」 宝永 年 （ 胡宮神社史』巻末第 図）「 『4 4

・文献史料

★最盛期敏満寺推定復元イラスト

２．前近代史料にみえる地名の現地比定

Ａ「堂塔鎮守目録 （ 敏満寺縁起』所収） 世紀前半」『 12

Ｂ『福寿院来由記』 世紀初頭18

横道

Ｂ２ 月定坊 「風呂ノ谷之下、横道□寺辻北側」

→ 「横道」＝「谷田道」？ → 「寺辻」とは？

寺辻

Ｂ１ 地蔵院 「北谷組之内、 寺 辻北側ニあり」
テラ

Ｂ２ 正覚院 「西谷組之内、寺辻 西 側」
（カ）

地蔵院 「北谷組之内、寺辻北側」

→ 「寺辻」＝「谷田道」と「裏参道」の交差点？
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原田・南谷・西谷・北谷

Ｂ１ 地福院 「原田組、居寺ハ本堂の西ニ有之」 → 原田：本堂の西

Ｂ２ 遣迎院 「西谷組之内、 二 王門之西ノ方」 → 西谷：仁王門の西
（仁）

来覚院 「麻 生玄入屋敷之北也、西谷組之内」
アソウ

医王院 「西谷ノ内字水船」 → 西谷：字「水舟」

仙蔵坊 「北谷字風呂谷」 → 北谷：風呂谷

Ａ 「本堂」地区 「南谷」 「西谷」 「尾上谷」＝北谷

南谷 釈迦堂 ⇔ 南谷の執行＝世尊寺 「俗に釈迦堂と云」A B1

小字 ＊小字名（地名）は、動く。統廃合される。

字「南谷」 字「西谷」 字「北谷」

字「風呂谷」 → 丸山の西側の谷（ 聞き取り調査）by

字「西福寺」……

・Ａ「南谷 西福院」

・ 「西福院 」B1 上同

＊「上同」＝「地福院之西」 → 地福院 上記参照

∴字「西福寺」＝「原田」？

字「薬師谷」……「薬師谷 （ 聞き取り調査）」 by

原田について

字「原田 ；大門池の南だが……」

Ｂ１ 地福院 「原田組、居寺ハ本堂の西ニ有之」 → 原田：本堂の西

「胡宮神社境内古図」に「原田古屋敷」とあり

→ 「本堂」地区 ＝ Ｂ「原田」A

★原田……Ａ「本堂」地区。現胡宮神社境内を中心に、少し西側・南側に広がる

南谷……原田の南側。山中に連続する削平段。石仏谷墓群まで

北谷……Ａ「尾上谷 。原田の北側から東北側。」

風呂谷、丸山、新森、赤坂道（多賀社へ抜ける山道 （ 聞き取り調査）） by

字「風呂谷」のみならず 「寺辻」北側の一部（南部？ （字「西谷」であ、 ）

るが）もふくむ

西谷……原田の西北から北側全域。

字「薬師谷 「寺屋敷 「背戸山」 「西谷 （南端を除く？）」 」 」
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３．戦国時代の敏満寺を「歩く」

「裏参道」を登ってゆく

・斜面を登る。現存区間

粘土で突きかためられ、側溝をもつ高規格の道路

参詣曼荼羅に見える「裏参道」

・東側 「溝で区画された地区」

「裏参道」から横道がのびる

工房？ 埋甕遺構 水溜遺構

・西側 「裏参道」と同じ高さの平面

北部；多賀町の地籍 →どういう意味？

せまく、坊院は展開しづらい？

・敏満寺城（新谷城）

敏満寺（寺院）の衰滅期に築造

対浅井・織田戦？ 新谷氏の勢力が丘の上に入り込む？

「寺辻」あたり

・大規模坊院が建ちならぶ →「寺辻」名称？

・北西部に「グラウンド」

３～４個の池が残存 →坊院の庭園跡？

「谷田道」沿い北側の土塁 →坊院の南土塁？ 地区を区分する構の土塁？

・ 谷田道」 境内を横断する主要道 「横道」？「

・南東部 今も残る土塁 「裏参道」の一部。

いよいよ「本堂」地区へ

・最高所（東北部から東部）

現状と「胡宮神社境内絵図」にみる地形

参詣曼荼羅の建物配置

・西部の低地

「南谷」へ抜ける

・重層するテラス群

・境内南端の石仏谷墓群

「北谷」から「山田」方面へ

・胡宮神社北側から赤坂道へ

斜面地に展開？

・風呂谷、丸山から「谷田 「山田」へ」

・ 高宮池」の西岸「
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谷奥の坊院跡

戦国時代の敏満寺集落は？

・楫取社と打籠馬場

・集落の展開

４．敏満寺の展開

世紀前半 「堂塔鎮守目録」にみえる境内の広がり12

「本堂」地区 「南谷」 「西谷」 「尾上谷」＝北谷

～ 世紀 石仏谷墓群；蔵骨器をともなう墓（有力僧侶？）のピーク13 14

世紀前半までに 平坦面の造成14

世紀初頭・前半以降 本格的な平坦面の造成15

世紀末～ 世紀 石仏谷墓群；石仏、一石五輪塔のピーク15 16

世紀前半までが、遺構・遺物のピーク16

世紀中頃～後半 敏満寺城築城16

＊遺物→ 世紀中頃 縄張り→織豊期16

★平安～鎌倉時代 「本堂」地区を中心に、南谷・北谷・西谷を形成

北谷；風呂谷・丸山まではのびず？

西谷； 谷田道」付近まで「

世紀ころ 「谷田道」を越えて、丘の北部へ展開14

但し、分散的、不統一

世紀中頃以降 丘全体に坊院が展開。直線道路の敷設。全体的な統一15

→人口の増加。地域社会の中心地としての地位を高める

世紀前半以降 衰退傾向16

＊浅井・織田による焼討ち以前から衰勢？





付属資料 敏満寺の小字名の読み方一覧（五十音順）

小字名 読み
青桺 アオヤギ／アオヤナギ
天井 アマイ
粟田 アワタ
池之内 イケノウチ
犬掛 イヌガケ
上の神 ウエノガミ／ウエノカミ
円之越 エンノコシ
大塚 オオツカ
粗地蔵 カスジゾウ
仮屋 カリヤ
北裏 キタウラ
北谷 キタダニ
胡宮 コノミヤ
小山 コヤマ
西福寺 サイフクジ
地蔵堂 ジゾウドウ
下の神 シタノガミ
尻林 シリバヤシ
新谷 シンガイ
背戸山 セトヤマ
高畑 タカバタケ
立小路 タテショウジ
谷田 タンダ
茶売 チャブリ／チャウリ
寺屋敷 テラヤシキ
堂立 ドダチ
中道 ナカミチ
西谷 ニシダニ／ニシタニ
原田 ハラダ
平海道 ヒラガイド
平野 ヒラノ
風呂谷 フロガタニ／フロダニ
丸山 マルヤマ
水舟 ミズフネ
水無落 ミナオチ
南裏 ミナミウラ
南谷 ミナミダニ
守野 モリノ ＊北裏の集落名
薬師谷 ヤクシダニ
斧磨 ヨキトギ
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付属資料 多賀社・敏満寺参考文献一覧

・『多賀神社史』（多賀神社社務所、1933 年）

・『多賀神社造営史』（多賀神社社務所、1938 年）

・『多賀大社叢書』論説篇（多賀大社社務所、1977 年）

・菊池武「多賀大社の本願と坊人―其の活動と変遷―」（『印度学仏教学研究』31 号、1983

年）

・二木謙一「故実家多賀高忠」（『中世武家儀礼の研究』、吉川弘文館、1985 年）

・『多賀信仰』（多賀大社社務所、1986 年）

・大阪市立博物館編『社寺参詣曼荼羅』（平凡社、1987 年）

・宮島敬一「戦国期地方寺社の機能と役割―近江国の寺社と地域社会―」（『佐賀大学教

養部研究紀要』第 22 巻、1990 年）

・長谷川賢二「中世後期における寺院秩序と修験道」（『日本史研究』336 号、1990 年）

・徳田和夫「彼我の「忠義な犬」譚と「犬神明神の縁起」」（『絵語りと物語り』、

平凡社、1990 年）

・『多賀信仰とその周辺』（滋賀県立琵琶湖文化館、1990 年）

・『多賀町史』上巻（多賀町、1991 年）

・難波田徹『中世考古美術と社会』（思文閣出版、1991 年）

・『お多賀さまへは月まいり』（彦根城博物館、1994 年）

・宮島敬一「戦国期近江における地域社会と地方寺社―祭礼・神事と奉加の「政治性」―」

（『宗教・民衆・伝統―社会の歴史的構造と変容』、雄山閣出版、1995 年）

・鈴木国弘「近江国犬上郡多賀大社の神役相論と社家領主制―中世「国郡制」の展開基盤

―」（『日本大学文理学部人文科学研究所研究紀要』65 号、2003 年）

・多賀町教育委員会編『敏満寺の謎を解く』（サンライズ出版、2003 年）

・多賀町教育委員会編『敏満寺遺跡石仏谷墓跡』（サンライズ出版、2005 年）

・多賀町教育委員会編『敏満寺は中世都市か？』（サンライズ出版、2006 年）

・大高康正「多賀社参詣曼荼羅考」（『山岳修験』39 号、2007 年）

・大高康正「中近世における本願の社内定着化」（『山岳修験』41 号、2008 年）

・祐川恵理「近江国多賀社本願の成立と展開」（『寺社造営勧進 本願職の研究』、清文

堂出版、2010 年）

作成 大高康正


